
・憮

竜罐熱ll,

驚 電鶏 発注着 (以 下「甲,と しヽう。)及び講魚者 (以 ♯「
=と

|とそ′Iう 鬱)とま、この約款 く契織書を含む。

以下層じる)に基づき費設計園書 (ア,ll船の図爾名繊革素‐書、現場誠観善及び魂場説明章こ対する賓躊 lllご答

書をいう。以下圃じ。)に従 k′ 、ゝ日本国の法今後遵警し、こ鈴霙織 くこσ,約款及び設講
‐
園書を内容と

する工事の議員霙籍をいうゅ以下鱒じと)を履行しな l′すれば湾Rらな Vゝ◇

露 とは、契綿書麓載 (″∋王票を契約書譴載の■螂 lデ Jヽiこ完成し.玉率圏麹物をl干 :こ琴:き渡すものとし、甲

は、その講負代金を支儀うものとする。

3 彼譲札競五方法その絶工事目鶴物を寃戒するため tこ必要な 一欝の手段 (以 下「麹工方法等Jと いう。)

|こついでは、この織款及ぴ設計図書に斡好ほの定尋があると瘍“合斑除き汽也がその黄後とこ鵡いで定尋る。

4 るはれこの契緯の騒待 :こ関して無り得た秘籍を婦らしてはならデょいゅ

ふ 通の約該とこ定める機善、講求、通舞.報告、準轟崇承譜及び解除t歳、磯爾とこょり行章つなとすればなら

ない。

6 この契約の騒行とこ関して甲盈蘭で用いる言語は、日本語とする。

7 この綿議に篤幾る後錢の支払に舜lいる選驚態R口森 lalと す驀。

8 この契約の矮待 iこ躊して lttlttF藤澪で用いる討量華位は、裁講躙蓄とこ特メリllイプ)定帝がある場合を除き、討

最法 (平成 4年法律縮雛尋
'電
定めるものとする。

惨 晟σ駒 致残び畿譲ユ躍書 Iこ鶏ぜる鶏 F団穏て/移定嚇とこついては、民裁 〔爵プ言浴29年法律第39号)及び轟族 (麟すl

治82年法律鉾織8号)の定めるとこるここよる華多のとす為。

建◇ この契約は、鶏本露の議会竜準拠するものとする。

掘 通の契約すこ係轟訴訟 |こつを了注ては、鶏泰圏の裁判所を革ぅ・って合意による専晟織管轄裁判断とする。

鸞 るが崇珂査美体登籍成して〔′ゝる場合態おいては、増翼主ま氏通の契約
'こ

基づくすべての行為を共同金染

篠のでく表番電対して行うもげうとし、報が当該代表輩に対して行っ亀この契約雄基づくすべての行為嬢、

聾該盆築体のす式ての機逮員電対して行つたものとみなし、
‐
箋えれどコは曇鳴l電対して行う通σ)異織に

基づくすべての行為につ lィ嘉て当該代表審を趨じて行わなどす専とぼならな▼ゝ毎

ぐ腱麹五事の期攘夢

繁竃粂 甲は、なの施工薄
‐
も工募放ぴ等の発注ユこ鞣る第二番て′)施工する絶の工事が施正_と密懐

'こ

Fttl貴鷲す

る場合逢務みて、必要があるときは、そσ
'絶
エイこつきぁ調整を行うものとするゃこ(ア)場合俺轟いてはゝ

造はれ零の魏襲 1こ従し注、第二着くガ〕行う五率¢ lttl給な麹工とこ擁プどし
'ぶ

ければならない。

(議負鯰金鶴載書議誓垂籟譲蓼

錢墓轟 るは、この異緯締篤後と5癬 以『角tこ殻講藝馨イこ基づいて崇工程装
‐
警作成し、甲イこ提鶏しな子すれぼ

ならなモ′ゝゃ

2 みな、甲が講負式鍵内設藝 (以下「ぬ訳議こという。)の鍵基を求めたときは、これ
'こ

応じなとすれ

ばならないでこ〔/〕
'ダ

r舎 :こ鶏彰hて、請魚代絶 l入1諷書 ,こ孝ま、鍵康憔険を厚生年金繰錢及び躍露録険
'こ

鞣る

法定軽剰費を譲ジを示するものとする。

3 甲ほ第 追嚢のこ票正雑衰を髭け域學たときは、直ちにこれを審査し、不適当と認わたときは、捨の

理麟:を襲示し、鐵層を鋒定して再健趨な求めることができる等

《契綸吟録融》



集韓粂 乙な、こイン1)契約め縛縮と潤時イ霊、次91)待 号の↓ゝずれかに鶴げる保証を付さ欺ければならなみ。

ただし、第轟その場合そこおいては、履争す繰証保険契約の締籍後二直ちにでの保険証券を苧ユこ密話t/な

ければならな彰ゝ。

(1)契織傑証金の織穏

(2)襲約擁議と金ヨこ代わる機保となる有f離
~証
券等鉾撮供

(齢  恐幹製約姐よる僚務鈴率履行
'こ

まり蕉ずる機審金の支払を繰誕する銀行、甲が確実と認める金融

機Fttl叉は操証事業会社 (公共 i五事 rプ )離絵金線証事業に関する法律 (嬢苓樹修〒年法律鉾と患4琴 )第 2条

纂を頚 :こ規定する傑証事業会雄竜゙いう傘基下同じ。)の繰蓬

機〕 極の契約竜よ為績務の嬢行各保隷する公共玉率餓行鰈証証券
'こ

よる保証

(働  この契約▼こよる機務悌不矮待 tこより生する機書をてん糠する騒付保証保険契織の締結

2 前項の保証竜係る袈緯擦鉦金の緩、保議金観叉1ま韓錢金額 (錦 愚襲において 〒篠誕の籟Jという。)

|ま、講負代金額◆掛と拶)(r)羞 以 れとしなければならない。

お 轟が鋳環壌錦ぶ時から第 5考までの l′ ずヽれデどゝ
'こ

鶴げる保誕を付する場合孝ま、当該懇証は舞54粂第患

頚各号電機げる奮電よる興織の解嬢の場合についても係謹するも♂)で恋いう
・ればならないる

4 鉾 穏寝の轟定 tこより生乙が二'J項纂冠号叉は錦 3号とこ機学デる禄証な_よ特こノたときはを基譲繰証ほ契約保

証金地代みる組保¢提供として行われたものとし、翻頼第聰弩叉lま第贔号
'こ

掲とずる保証登織与えとき

主まれ契幾保霊義の線織を免除する。

5 謗負代線額 (ア)変更があった場合は
'ま

、繰誕の議が変更後σう講負r縄金機の49分のと進蓮する蔑で、響

ほ卜保護σ)類の鍛纂を講裁することができ.量は.保韓の額の滅額を講求することができる.

奪犠琴ll義機の議錢纂夢

錢議纂 乙サま精通の契約電より生ずる籍剰叉は義務嘉毯,第二着筵譲捜ユッ、叉
`ミ

承継させて4まならない。え

だし.姦 ら'/ジ じヽめゝlll《″)承講を得た場合イま、この騒りでなと甚。

2 逸l:艶、工事簿鶏物並ぴ竜工事材審I(工場纂轟を含妙c夙了翔じⅢ)ω うち綿寺3条鉢 2壌の錢定によ

る機査
'こ

舎本俸したもの及び舞38条第患裏の規定ここよる郊分払のゑめの確懇を授とすたものを第二彗すこ譲

渡し、鐘与し、又は抵輩縫そ(ノ
‐
)r麹の機鰈の層輔▼こ供してはならなし甚ゅただし、あらかじめ,「:lの承議

を得た場合は、このlli電 りでなしヽ。

懲 るが議拡毯の使lllや霞轟弁怒等 4竜よつてもな島逸の契約の選鶴物とこ係る工事f)施エイこ必要な資金が不

足するこ≧奄錬擬うたときなミ甲は、簾段の理lllが鵜る場合各除き、ごiの講負代金誓ミ
~睦σ〕譲渡 :こ

‐′い

て、纂 1裏ただし蓄σ,承識登しなとすればならない。

4 乙l政ゝ錨項の規竃 tこ 良峰、第と壊ただし書ザ〉承講を受けた場合は、隷負織終猿糠悌譲渡によ攀得た

資金をこιl)霙箱の理的物 tこ係る工事の耀工以
'卜

に縫理してはならで、またそσ,稜途を嫌現する書攀を

l奪ことこ縫務浮なければ′_ょ うない。

(碁憲運豊機鷲目患藁ξ譲藝凄冨自琴競負⇒蓼夢憲饉夢

鉾懇纂 乙lま、五率σ)食部着しくなその宝た為翼3分叉な他(′)部分から教立してその機能を発縛する工律

鶴σ,五率を一播して第二番に萎Fモし、叉は講け負わせて進取らない◆

《蓄議錢具幹麹鑢〕

酪 7条 埓lは、乙に対して、下請負人びう商号死ほ名絡その他必要な事項の速知を講求することができる。

…2



《乙の鍵鶴鉾橋蓼簿通懃轟軍鑽負入鰺縫轟繰餞等議夭機機〕

繁軍象の鍵 逸な、次に据げる届鶴をしてしヽな lザ 建ヽ設業者 (建設業法 (瑠和24年議律第tOё号)第 2条

第尋襲とこ定める建設躍者をいい、当該攘鳥の義務がない者を除く。以す泰粂 1こ鶏いて「社会保険等未

霧I入鐘畿業警』という専)を 下講負入としてはならな lッ Ic

(‡ユ 縫藤保険浅 《大五擬年議襟斃7◇号)銘48粂の規定とこよる届鶏 ・

(2)犀生年金保絵議 (辮和29年法律鉾と:5号)纂 Z7条の規定 |こよる届纂

織 躍鶏操険法 (熔琴l:珪 9年絵律鋒116号)第 T条の規定をよる扇麹
之 麓頚の幾逮にかかわらず.乙▼まれ次の善号とこ掲げる下講蕪人の墨分専こ応じ、そ撫ぞれ当該驀号 |こ定

機る場合嬢、社会保絞等米紳八建設糞警をド講負人とすることができる。

(1)逸と蕪接下講翼織警籍維する下講負入 次しどつとヽずれたも該鶏する場合

ギ 義該社会保院等素郷入建設業者登下講魚入をしなければ,事の麹工が閣難となる場合その機の

警剛σ〕事rl薄が発ると騨が課♂_)る 場合

,ユ  雫,つ持落する難癬lデ‐lとこ豊該対絵操陵等米
'手

醤Å驚畿業著が説嚢各号電機げる屋幾をし、当該蓼実

を罐録することのできる書類 (以下泰条 |こおいて『確認書類Jと いう。
'を
、途が軒奪竜提熱した

場合

〔鰤 講埼|こ鶴げる下講負人承纂の下講負入 次び)いず慈■をこも該基する場舎

イ 邊該社会録険等太加入建設髪彗肇下講負人としなサラ´れば工事の施工が困難となる場合その麹の

籍期の事鯖が岳ると雫が認める甥舎

諄 甲が逸ここ対して罐麗書嬢の擬懇肇飛鍮るε麗知登した盛から38藝 (毒雪が、乙イこ鶏いて確認善簸る

蟄該熱層受馬為電機鵡する工とができない機義の理lllがあると認尋、当該期間を延長したときをま、そ

の鹸最後の期関

'以
薦電、るが蓄該罐懇書類をlttl'こ提農した場合

《鶴鰈維等鉾錢轟夢

鏑懲纂 詭▼ま、播講権k実用麟鍵維～意躍縫、鶏標権そげ)他 酪本国CF〕途令4こ基づき舞綾される第二警の

盤寝 (以 ド「特許嬢壽Jと いう。)σ)対象となっている工事牽ノユ料、滋正方法等後捜鶏するとき強:そ

の俊テlと
'こ

関する ″切の費轟を魚わなければならない。ただ lノ■甲がそ91)工事材傘▼】滋工方法等を錯窟

した場合すこおいて,設言ユ攘書に捨諦権等σ歩対象である脅の要ジどながなく、かつ.造がそかr子
~在
を簿らな

か攀たときは、略室は、Lがその使用孝こ開して要した費粛とを典14とィな孝すればならない申

《議警員蓼

驚鬱条 等ll虫、監督員を置いたと誉は、その貴轟毯逸▼こ蓮知しな ,.すればならない。継饗曼を変更したと

驚も用様とする。                       ′

2 監督員は.こ (′つ織議の健の条頭に定めるもの及ぴこの約款に基づく堀=鈴縫腰とき荘1為学票のうも籍
轟

が疹要み灘めで監督員に委番したものめ慰瀞、畿識漂壽‡こ定めるところにより、次そこ掲げる機限を有

する。

(と: 契約の駿行につ好′ゝての乙叉はれの置メ軽場代理人▼こ掛する鸞承、承講Xは務議

(遂)設 計騨譜に基づく工事の施■のための譜線錮馨の作成及ぴ交僣叉▼ま乙が律威した詳鰯園等び,承講

(勧  設計図書筵基づ<工穣の管撃、立会い、■率の施工就塊の検査叉は工婁材率tt′ )試験給しくヨま機査

(確認津ど含む9)

・‐患…



$ 甲はぉ 2名以上の鑢督員を置き、前頚 (/‐)攘掛長を分機させたときにあってはそれぞれつ監督員の有す

る権禅長のlア こヽ容を、監督員疑この約款
'こ

基づく耳譲の籟畿 tノつ一部を委径したときtこあっ
‐
ては≧該委任した

糠眼の lメどヽ容を、乙に通麹しなけ‡1ぼなもない。

4 第 2項の規定 ,こ基づく驚督員の指示叉はぶ講
`ミ

、療買ほとして、書爾イこより行落,なければならないっ

心 争l尋が監督員を露いたと肇館、この約款
'こ

定め轟燿昔奮講求、通知ゝ韓咎丼奪l llゴf亮 承講及ぴ解除につ

いては、設副・図書 :こ定めるもの登除き崇監督員登経歯して行うものとする。この場合すこれとヽでは、驚

督最に劇達した霞をもって誓l‡こ否lltt t′えものたみなす攣

6 甲が監督員を置力ゝなし墨ときユま、この約款子こ定める範督員の羅鰻進ェ甲とこ帰属する。

(騒騒代錢入議ぴ盛縫裁籍着鶴)

錦4導鍵 逸才ま、次の各号に鶴げる者を定輸で工事現場 :霊設越し、設計選書埴定めるところにより、そ(',

氏字雪その亀惑要な事項を響ユこ通無わなとすれば悲らないぅ通れらの着片_お変更 bえ ときもllij糠 とする9

〔:)現場代理人

総)主 任技術看 (建設業法第25条第 3嘆 (ノ〕規定に譲当する場合
`ま

、専社の主廷技術輩)叉は監選:捜搬

著 (鐘畿業法錦28条纂患項の規定とこ該崇する場合 ,ま～監理技術看資絡彗証 (ノ,交 rヽまを受けた尊 lこの監

理技術者)

(と, 専,ll捜循奮 (建設業法擁26条 |∫,2だ規定する技術者をいう。以下瑯じc)

毘 テン学儀場代理人は、と(/♪翼織σ)嬢行とこ繭し、工事瑚場守こ常魂し、その運営、歎締りを行う恩か、講負rt

金簑 (ダ)変更、講負代金の講求及び受鎮、第こ2条錦 と襲の講求 9′)受理、癬条第 8項の決定及び速舞並び

に最の契約く/,解除 |こ係る雑観を除き、この霙織とこ基づく乙 9‐)―場の籐緩を写F使することができるs

3 甲
'ま

、議項の幾定竃かかるらず、子メすま場代霞入σpェ事観場 |こおける運営、環叉縛り鳥虫ぴ擁賤の行麓 |こ

支鱒がなく(かつ、甲との連絡体制が確保されると認ゴ》た場合▼こほ、現場代理人とこついて工事現場イこ

章おとする驚賤を要しないこととす驀ことができ埼↓

4 乙は、鉾 2嚢①規定にアサゝデザヽわらず、雹この有する継卜と葉lメジうち壌場代理入イこ委任せず農ら行鹿 t′よる

とするものがあるときは、あらかじめ、婆該籐艘の lナ、こ容を等11こ通麹しなければならない。

5 現場代理人、工任技術奮 〈盤理機機葛‐)及び導F対技術看は、これを兼ねることができる。

篭簸簿報簿】

纂擬条 乙子ま崇設計園書に定韓るところ
'こ

訣攀Ⅲ契約の騒す,電ついて攀とこ報告しなとすればならないも

鷺置事機係甕ξ毯諄メ線す轟緒霊鐵醸夢

螺詑鞠 呼な氏現場代理人がその職務 〔主任技術書 く驚理技術者)叉な専 l帯路俊術着と兼後する現場代理

入専こあつてはそ熟らfノ )蒼の触務を含む。)の執行才こつき著しく不適当と謎惑うられるときユま、途に対し

て、その理 ll:を癬ジヨ示した書函とこより、必要な構憲奄急るべきことを講求することができる。

2 零受
`ま

盤督員は、主任技術彗 (監手量技術者)ら 奪F髯捜術者 (こ瀬らの者と現場代理人を兼任する雪

を除く。)その他乙が工事を麹工するため
'こ

使躍している ド講負入、労働者等で工事の施工叉は管理

,こつき著しく不通当と認められるものがあるとき守ま、血に対して、宅の理麟こを明承した善雨電より、

必要な播彎をころべきこと
オご講求することができる。

3 乙は、競 2項 v4)規定‡こよる講求があったときは、当該講球に係る事項 :こついて決定し、その織累を

講蒸を受けた日から10日 以内争こ弩彗に通知しなと

'れ

ばならない。

‐4ゎ



4 乙は、監督員がその融務の執行とこ‐ジき繋しく不適当と認められると薄は、崎書:こ対して、その理由を

置角示した書鎌l‐ iこより、惑要な事縣
殻・置をとるべきことを講求するこ色ができるv

心 甲すま、講項の規定‡こよる講求があったときは、当該請求 tこ係る事嘆争こついで決定し、そ(ア)結果を講

戴を授けた熱からと3瀾 以 ,Åよに乙|こ還鋒しなければなもない。

(置事構揺の轟質晟ぴ検費等)

熱鶴纂 工事本オ揺の品質とこついては、設計図書に定めるところによる,設講。図書進その議賃が現なされ

ていない場合にあつては、中等の品質を有するものとする。

2 晟は、設副・圏壽孝こ建いて擦督簿 ,検蒼 (確認を含む。以下二慕条において同じ。)斎往か受とすて使lll琴
‐
ベ

き (ヽⅢσうと籍定さ熟た工事碁オ群ユ‡こついてtま、豊該機査に合格とえものを懐舟lしなければなるない。この

場合にもいてぅ検査に遠綾要す継費lttlは、ご_の負樋とする。

S 驚轡員はゃるから講項σ)検査を驚求されたときは、講餓を受けた躍から7目以 Fttlとこ応じなければな

らない,

4 造は崇工事現場内に搬入した工事材料登甕イ″華長 (ア)本講登受とすないで工事現場′メ慕:こ殻盛してユまならな

い 。

5 乙は負講瑛の規定 :こデせヽかわらずれ検甕の締黒不台′l各と決定きれたこ事材料については、当該換定声こ。

受士夕た霞から7日 以肉とこ■事現場外に搬出しなければならな Iゼ Gゝ

(罐督提翰鐘畿蠍ヽ凝蓼墨事罐録の錢鑢等甚

蕪籐粂 乙:ま、殻謝・園書 |こおいて驚轡員の立会 'Ψ のゝ点調合と/ゝ 叉イま調舎‡こついて見本検査を受けるもの

と驚建された工事材料すこつい
‐
t~:Y・まれ当該立会▼長登焚けで調合しミ叉 lま当該見本検査に合絡したもtr′〕登

r糞霜しなければならない。

2 乙は、設露ま図書に基 lゼ でゝ監督員の立会いく/,れ施二するものと婚定された工事につサhては、当該立舎

いを受けて施ニヒ′な争すればならない。

懲 みは,説 2項に規定するほか、 ll葛が斡罐必要があると認めで設奮
“

姻書とこおいて見本叉は工事辱藁等

の記録を整備すべきも(ノ)と指定した工事材料の議会又は工事の麹玉をするときは、設計図書とこ定める

ところとこより長当該記録を整備し職盤奮員の講球があったときはR当該請求を受けた日から7購 以淘

tこ鍵熱しなければたぶ島ない。

4 盤督員は、乙メvヽら練 員頌叉は錦彦項の立会笠ゝ叉とま見本検査を講求されたときは待当該講求を'受▼すた

暉デザゝらγ謝以為ここ応じなとす章とばならないっ

5 講票の場合よこおいて、壼督員が正選な理 lllな く乙の請求ユ韓7瞑 以 lメ、ltこ応じないため、その後の工機

に支簿をきたすときは、みは、監督長 |こ通簿した上、基該立会い叉

`ま

見本機査を受けることなく、エ

事琳オ料を調合して使汗とし、叉は工事肇麹工することができる。この場合 :こおいて、乙は、当該工事期

料の調舎Xは聾該工事の麹工を通切に行つたこと登瓢する鬼本叉は工事辱真等の記録を整鱗し、鐘督

員の講求がおつたときは、当該請求を受けた Hか ら7固以 Fttlに鍵癌しなとすればならない。

6 第 二頼、第 3項又は講項 (′,場合孝こ轟いて、見本機査叉は見本着しくtま工事写真等の記録の警補 :こ直

接嬰する費illは長乙(″∋食攘とするゅ

篭糞絵撥斜議蓼麓等轟)

鶏爵§纂 甲が乙に支綸する工事材料 (以 〆「支給材料」というc),史び悛与する建設機械路辞具 (教 ド〒害横

“5“



与晶こという。)の晶名、数量ぉ品質、規′lF番叉は性鑓、呼1渡場所及び′ザl鍵時期は、哉話国審 tこ定める

ところ‡こよる。

2 監督員な、支給材料叉ほ俊与晶の導i渡しに当たっては、乙 (オ)立会いの と代甲の負盤
'こ

おいて、当該

文給材料叉は鐵与轟を検査しなければならない。この場合において、塾該検査の維暴ミその経塩、数

量、品質X'ま競絡斎しくは機能が設計園書の定めと異なり、叉慮有史理に適当でないと認義ゑと薄iよ、

乙すま、そσ)斎を直ち 1こ lすl'こ通知しな ,すればならない。

S みは、支絵就料叉は資与品の引捜しを受 F夕たときは、琴:捜しの日から7園 以 lttlとこ、甲建焚領善叉は

借薦書を鍵鱚しなけ‡1′ぽならない。

4: 乙l,遠～支総材拳1叉 lよ貸春轟のじ1捜しを受とすた後、当該支総材苺I又は貸与轟に種嚢、晶質叉ヤま数量に

鰯しこの製鶴の lナ、lttζこ適舎とないこと(鱒 2壌翰検査争こより舞見することが困難で轟ったものとこ議長る)

′サミどが発り捜爵球に通当でな鷺′うと認静たときはHその脅各蔵
｀
も1こ仁Fに i懸麹しな 1)・4ばならなめ。

5 甲は、乙から第 2項後段又は議項げ)央塊寇とこよる通飽を受とすた場合とこ為 l望勇て、必要があると認輸られ

るときは、当該支綸材料若しくは費等轟主こイ篭えて他の支給材料奪しくは貸争轟をどとき麓し、支給材料

着しくイミ貸与贔の経Iギ営～数最、晶箕着しくは観棒着しくは睦鵡を変
(丈lし、叉ほ理饉をl要

'l示

した彗藤 4こ

より、義該支綸おな撃:着 しくは鐵与轟の使 l穏 をゑ‡こ講球しなければならないn

s ll雷は、議頚に規定するl激 漁ゝ、必要があると認めるときは、支総材挙ユ叉id鑽与轟与「ジ轟墓、数量、晶質と

競棒奢しくな性能ェ馨1渡場殿叉は

't濃

時

'彗

lを変更することができる。

7 とl重は、議 2襲 (ア)場合イこ務いて、必要があると認められるときは正期斎しく遺講負代金額を変更し、

叉 l′まる|こま野.等芦缶r及蛾したとき態必要な費用を負穏しゑければならな lΥ 。ゝ

爆 乙は、支給本球・料及び錠専癖1を善良な管理着 (夕,虚慧なもっで管理しなければならない。

つ ことは.設講麒1書
'こ

定めるところにより、工票の完成、設計圏書の変更等によって不漏となった支総

′
l落

・
孝l,民遺貸 fデ 晶をl竜と▼こ返還しなければならないc

ζ§ 乙ュほそ絞慧叉▼なI鐘矢により支給粧綿叉は貸学鵡が滅央岩しくは毀機し、叉はそσ〕返選が不要l鶴とな

ったときは、甲の播定モノた難湖角電典轟登織る、薪しくは原状 1こ復して返還し、又は遼遼 tこ代えて畿

書を鑽機しなければならない。

と登 乙ケよ、支綸材料叉は貸与轟の使用方法が殺議。図書とこ麟ヂ]示 されて Vゝないときl′モ監、監響員の婚示 1こ従る

なけを1ぼならない。

鷺最事鶏始の罐繰等夢

熱壽粂 鳴r,ま、ェ事テ露麹その機設講図書におい
‐
び定められた■事の雄工上惑要な::l魏 《以下 子工事lll推

等」という。)を みが工事σ)鷺工上惑要とする隠 (設謡躙馨に持勝:げサ定めがあるときl~よ、での定埼ら

漁薙轟)まで ,こ確保うなとすれぽならない。

2 みは、確保された工事用地等を善良な管理蒼の注意をもって管理しなければならなみ↓

8 工事の党成長設計図書〔″)変更等によって工事用地等が不lllとな'っ た場合において、当該■事ナll麹等

:こ鳥が所有叉争ま管理する工事材料氏建設機械器具、仮設物その勉の
ア
7ノど件 (ド講負入め所為

~文
は管理す

るこ忘lら でオ→鞠得を含む。鍬耳本条 |こ驀いて園 t,。 )があるときは、乙は、鶏該物森i各撤去すると盈も

とこ再当該玉察用麹等を修復し、戦り持付けて、甲にI二月け渡さなとすればならなゼゝ。

4 前項の場合,こ為いて、乙が正当な理l強なく、機基の期間lttlに 当該甲ァュ件を織去せず、叉は工事用麹聾
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の修復岩しくは取片付↓すを行わないときは、「l¬は、乙とこ代わっ
~〔

当該物件を処分とノ員I事夕将鑢等の修

復若しくは致片イヽlづ
・を行うことができる。この場合▼こおいては、みは凸響の鎚分叉は修復若しくは致

片付とすとこついて異‐議をlllじ l子
ゃこる亀とができず竜また、 F寺1の処分叉は鰺復驚と/く は取汁付けとこ要した費

鶏を負ま戦bなけ熟′ばならないけ

5 驚患頭
'こ

規定す驀乙tF,と るべき措置の難限、方法等につセ基てはぇ甲が乙の意見を聴いて定義るこ

(駿静併醸書季趨翁鈴臨鵞熱戦造議議晟謬轍壌検査等〕

籐ly轟  乙ほ、工事の統菫i蔀メデどヽが設計躍書に勉舎しない甥含tiおいて、監督員がその改進登講求したと

きは、当該講求 :こ従わなけ‡Rばならな Vミ。こω場合においてぉ当該不適合が驚督長の籍漱とこよるとき

その絶甲の責電爆すべき事霜角電よるとき:と、甲娘ゝ必要があると懇プデられるをきは正期落しくとま講豊

代金額鶏変更と,、 民は乙電機審を及ぽしたときな惑要な費用を負撫しなけれぽならない。

2 鐘督員遺.乙が第二8条鐸 露鎮叉は鶴 t4会錦 ≧襲から錦 3票までの規定に達反した場合電るいて^暮
要があると認められるときは、工事の施五部分義鼓壌して検査する亀とができる。

8 講頭とこ規定するほか、鐘審最厳】工事の施工郡チ)が設計躍書!魏舎 tブないと認烙られる4置基の理由

が毎る場合 iこるめて、必要がか,る と認められるときはれ基該軽基の理繭を乙竜越撫して検工事の施¬i

郡ブデサ
〔を最小畿笈破壌して飛奄することができる9

4 前 2頼の場合進鶏いて、検査及び復 itt tこ意護要する費片l嫉逸ω負機とする。

像 得変壺鐸夢

簾盤暴 乙は、工事の麹■に当たり^次 (/,各 そのいずれかに該当する事実を発見いたとき
'ま

、そイノう毒を

直ち章こ驚轡員 tこ通女選し、その確認を講求しなキすればならないぅ

(1)卿函、仕隷書、魂場説 l重デl書及び現場談明に占

'す

る霞間囲答書が一致しなぬこと (これらの擬先麟

位が定配)られている場合を除く。〕

(妙  畿離図書
'こ

譲謬叉 l攻競漏があること

紛  設議I璃書の壌示が明確でないると

他)工 事現場の形状穐麹質】携ぷ等 (ブジ状態R施工上の線I約等設計燃:書電示きれた自然齢叉は人為鶴な

施工奥枠と実燃の工事現場が一致とないこと

(5)設計霞書で明示されていない筵工条件▼こつとゝて予lttlすることてメつできない捨朗な状懇が生じたこと

盪 鯰響長主ま、講項の規定主こよる薙認を請求されたときジ
‐
tは自ら離項各号 ,こ鶴がる事実を発見したとき

は、乙の立会いの上、直ちとこ調査を行わなとすればならなしヽ。ただし、過が迄会υとに応じない場合電は、

乙の立会 Iv島を持ず
'こ

行うことができるぐ

8 甲は、みの意見を聴いて、調査 (″
‐
》結疑 (これすこえ、l'してとるべき播置脅婚示する必要があるとき才まぅ

碧誠指示を含む。)を 表りまとめ、調査の終了後拠癬以
~ヽ

BI竜、その縛暴芹金P乙 1こ適知しなけれぽ悲らな

い。ただし、そこ′)期間内‡こ遺熱できたよいやむを得ない理農1があるときは二驀らかじ
デゝ少逸Cイつ意見を聴い

たと、選該翔麗幾懸長することができる。

4 鐵項の調査の結果に基いて第 二頭の事実が確認された場合において、惑要があると認珍られるとき

`ま

、次の各号に掲サずるとこるにより員畿議Ⅲ園書の訂正Xは変更を行みなけ類′ぱ赦らな影ゝ9

(l, 第 1項第 1号から第 3号までのいずれメづゝに該基し設計隠書を訂I工する必要があるものは、甲が行

7



鬱)第 1項第 4号叉イま銅 5号をこ該当う設計図書を変_鞄
~す
る場合で工事癬的

'4テ
ノlの変更を伴うものは、甲

が行う。

(3)斃 1項鐸 4号叉‡ま鋒 岳号 :こ該当し識熟図書菱変更する場合で工事爾的物の変更を伴わないもの

な、琴:乙協議して甲が行う籍

5 議壌の規慮イこより設計図壽α〉言」
・
諷ittlィま変更が行わ孝1た場合に轟いて、甲娘、燃嬰があると認められ

るときは上期着しくlま講魚代金額を変更し、又は乙▼嬢 密を及ぽしたときは惑要な費鶏造良神_とァなとづ
‐

孝ltぎならない。

篭熱穐鱒機募叙量書鐘難義蓼縫じゑ端舎筵鶴患す轟韓翻②船素磐夢

鎌鶴暴嬢 2 丞颯、入本と蛤に甲が示した入本と時歳纂数逮書 (々式とされた綴霧 (設計図書 :こ秘いて競エ

条r守・がり1示さ孝1た頭露登除く。)を除く。以下 干入奉憐 毅鋒数景書どという。)とこ譴載された頼算数最

甘こ疑議が生じたときは、その脅を速ちに監督員に選麹したその韓懇を講求する工とができるもただし｀

当該疑義こと係る工事が完了した場合 |こは、確認各求珍ることができないものとする。

2 前項の講求は、入軋埼横算数量壽とこ秘ける豊該疑議 tこ係る積算数量と、これとこ対応する乙が入札蛤

電鍵臨した■事費肉訳書
'こ

導ける当該幾量とが言i一であると確認できた場合 ,こく
')み
行う毯とができる

もσ)とする。

患 監督員とまぉ鋒 と褻の講求斑受けたとき叉は建ら入札時糠算数量書亀轟載き澪¬え較算数最 ,こ誤りXは

歳騒警発見したときは、鷺ち t重確認を待拳なとすれ燿ならない。

4 前項の確認《〉・)締果、入卒燐 績算数量書の言]｀工の必要があると認珍られるときは、甲は、乙と協議し

てk菖と
´
置を行為な子すればならない。

6 競壌のヨ1・亜が行をづ魂た場合争こおいて、 lllは、講負代金額の変更の必要がるもと認められるときは、

鉾 2途条に定めるとこるにまり、当該変更をrチうものとする。この場合にお子り
^る
爾条第 1壌本文の規定

とこよる脇騒は亮言1｀遺された入樋蛤穣算数量書 :こ艶載され′え独算数量に基づき行うものとする。

(雷負鱗饉書瞼変更

'繁 4鬱轟 l=lは、惑要があると認めるときは、設計盟書の変更内容を逸に通無してヽ設計隊1書を変更する

ことができ,‐
′
9。 この場合妊幣めて、甲は楡心要が姦ると認められるときはこ驚着しくは講負代金簸を

変更しれ叉lr漁通|こ機害登及ぼしたとき憾基要な費声毒こを負極しなければならな Vゝ。

(量事吟轄遺)             .

繁鍵畿 工事lll幾等の礁保ができなセゝ等『 ,ため叉とま暴風、瑛雨モ洪永、高潮、地震モユ毯すべり、落盤 .

久災、簸競と、暴難その他の自然給着しく|ま人為鞠な事象 (以 下「天災等」な彰ヽ多c)でを″ひって乙の費

建瞬すことができないものにより工事麟鞠物等 :こ畿害を生じ蒲しくは工事現
'ダ

ガ́の状態が変動したた

め、乙が重事を施正できな l了 とゝ課攀られるときは、甲lまを工夢の中止為容を速ちに乙に通無して、三

事の金蔀叉をま一蔀の施五を一時「静止させなければならない。

2 雫は、前類の規定によるl蚤か,必要があると認めるときは二重事の中止 lデ、こ容を遠に通無して、二事

の全部長は一部の流玉声儀マー時輯帯生させることができる。

恩 甲1ま、前 2項の規定により玉事のlttIを一峰攀とさせた場合とこ拳いて、必要があると議められると

きは五舞若しくは講_角代金額登変更し、叉とま乙がI事の統行に備え工察魂場を維持し、着とF<は労働

輩竜建設機械器具等を保持するための費舜むその他の工事の施二ψ)一時学 Iれに伴う端 l「ll費用を必要とし

.も 一



着むくは乙電子員害を及ぽしたときは必要な費妄穏を負趣しなければならない。

で薪紗く鐵 t嶺重鶉の鏡遺夢

集麟粂嬢空 計,嘔は、ェ難の延長叉‡ま短縮を行うときは、この工事に従事するでの労r至ぬ蜂靱その子菊麟の狩l拶掬

条辞が適正ここ確保されるよう、やむを得ない事 lll iこより工事等の実施が困難であるとプ織色込まれる目数

等各考慮しなければならない。

(通の議求ξ患よ慾置期の鍵轟夢

錦密1鶏 逸:ま、天機の不良、錦 2条の規定▼こ基づく関連工事の調整への lヴクゴんそα)勉乙の黄▼こ熾す愚とが

できない事lllによりI期内に■:事を寃成することができないときはれその翠朧を明示した壽爾により、

l〒電工難の延長変更溝生お講求する通とができる。

2 軒再は、前襲の規定,こよる請求があった場合 :こ襲いて、必要がみると認められるときとま、工翻を延長

しなければならない。甲は、そll'三簿の延長が甲σ)責めとこ帰すべき事 lttlとこよる場合球竜途いて選、講

負代金褻電ついて必要と認砂られる愛更を行い、民はぬとこ損害を及ぼしたときは必要な費用を食機し

なければならな l′ 。ヽ

(畢の競素趣aるヱ嬢の簸縮等夢

簾鐙姦 ll髯は、特別の理渉lにより三期を短縮する必要があるときは爵工魏の短縮変更鶏乙に講求するこ

とができる。

2 111速、舗褻の場合竜轟いて、必要があると認藝られるときlイま講負代金験を変更し、又は乙電機害を

及ばしたをきは必要な費用を負韓しなければならない。

軽量罐嬢鍵更簿譲〉

鶏錢纂 工理の変更については毎甲乙協議して定める。ただし、協議隣Rttrザ)障 からt4期 以ハJユこ♂プJ錘が塾

るない場合とこは、甲が定め、通に通知する。

諺 議票の協議鶉始の欝▼蓬ついては、lllが乙σ〉慧舜̀を聴ぬて定め、乙tこ通無するものとする。ただし、

騨が工鶏σ竣 更慕魏が生じた翔 (錦 2J条く′み場合にあってはlllが下_期変更①講求を受けた轟、前ぶ本の場

合とこあっては造が五鐵変更
ry鶏球を受と`ナた麟)ね らゝ7日 以 lデ lヽイこ醸議開始の彗を通貨堤しない場合には、

途▼ま、:FずJttF鶏始て/_み 口を定峰、甲tこ通知することができる。

(霧負畿錢線の鍵更狩濠壽夢

燃2義熟 講負代奈籟の変更についてlま、早乙議議して定静怒金ただし、協議鞠漿の穀から14理以内|こ線

議が繁めないと瘍。舎電は、芦が定さ言)、 乙に通麹する。

2 講頚の場議開騒の日ほ移 l了 てゝlま～零が乙σ♪慧鬼稚聴いて慮観う.るに通無する導のとする。ただし、

講負代鍵額の変更票歯が生じえ渇から7日 以lデ lヽここ協議開始の癬を通知 bない場合竜ほれ歳は、l務議閣

r世確との日芦∝r定め、甲電通鋒することができる撃

3 この約款の規定により、乙が簿
'l厨

費テllを惑襲とした場合叉はと長筈後費けた場合距雫が魚穂する必要

′ょ費用め綾子こついては、甲途協議して定るF)る c

峰賃金罠ξ議物観の鍵勁罐纂響く璃盈代金銀の変更

'
籐28熟  甲又は乙▼ま、五鐵l角で講負契約締結の爾から12粛 奔経送した後に熱泰圏為とこおける賃金水準叉

は平メデ種水準の変動とこより講魚代金額が不適当と′ょったと認めたときとa、 相手方に対して講負F穐金額σ)

変更を請求することができる。

う9-



2 甲叉は乙は、前項の規定による講戚があったとき子ま̂変動前残 1二率F篭金緩 〔講魚代金犠から当該講

域時の出来影郡分に藩応する講食代金嬢を控除した額をいう。以下閲じ9)と変動後残I事代金額 (変

動後の資金又をま物価を黙ふ機として算ε∵lした変動講残!止事代金額 |こ構応する額をいう命以下同じ螢)と

の差額のうち変動前残工事代金熱の 1ゆ 90分 (',!患を超える痰に9き、講負代金籟の変更 tこ応じなとすれば

ならない。

感 変動講残工事代金額及ぴ変難後残工事代金額▼ま＼講戴のあった日を基準とこノ崇物価鋒数等
'こ

基づき

骨舞乙士‡J議 とノて定めるoただし、協議藤始の輝からと4瞬 以 lttl iこ賜幾ぬミ整わなVi甥舎 4こあって
'ま

、 |∬が窟

め、るに通知する3

4 辣 と壌の規定電よる講ぷは、本条の規定により講魚代金額の変更を行った後再度行うことができる。

この場合に議いですま、舞 と頚中 F論負契約締結の懇整とあるのは「藤議 (′う本条に基づく講負4篭金機変

更の基率とした藝Jとするものとする。

毎 斡酵とな要閣とこよリエ lttllブ lヽとこ革要な二事奮ヽオ料の塔本国溝ヽl:こ建ける価力体に蓄しハ変動を生じ、議負代金

額が不通婆となつたときは,甲叉な乙は、競各項てデう規定とこよる転デ゙ゝ、講負代金額の変更を講求するこ

とができ為c

6 予素嬬することのできない特朗の事糖イこ嵐り、■期内に層本国為 4こ轟いて急激なインプンーション叉

はデプレーシ講ンを生拶負講典代金額が著しく不麓
工″要となったときな.甲叉は乙は、前各瑛(7規定ユこ

デ,ヽかわらず員講魚喰金綴の変更を講求することができるc

7 鋳 5寝及び前項び)場合進おいて、講負代金額の変更額進ついて送舜甲乙 l″デザ議して建める。ただし、

蕩轟開始¢雪から14握 歎為孝こ擁議が藝わない場合孝こあっては棗甲が定珍れ乙に還熱する。

8 錦 患壌及び講頚 (′鶏 轟蘭始の類遮ついては、 Fl撃が乙の意見を聴▼拠て窟め、乙|こ通麹しなければなら

ない。ただし、 lllが第 1壌4鐸 心類叉は第 6壌の講求を行った剛叉をま費とすた題から 7・鬱教ぬとこ協議瀬

始め題を通難しない場合とこは、乙態、協議鶉婚の目を定めれ甲に通無することができる。

峰饉績鍮播撤夢        、

黙2轟粂 乙は、災審防止等のため必要がある匙認めるときは、臨機の措置をなら悲才すればならなみ。こ

の場合鼈お lィ てヽ、必要があると話めるとき患二乙は、あらかじ鰺驚群員の意見を聴かな l′声れぽならな

い。ゑだし,繋急やむを鶴な lΥ 事ヽ情があるときは、この限りでな Vゝ D

2 鵡票の場合 ,こおいては.迅は、そく′B4っ た措越の l'ヽl容を疑轡員ヨこ遠ちすこ通知しなければならないひ

8 監讐員は、災書鋳止での亀工事の施五と簿イこ惑要があると認幹るときイま、ぬ主こ女ヽまして盛機の措置を

とることを講求すること滑学できる。

瑾: 乙が鶏曇頭又▼ま説項の規定により臨機の措置登とっな場合に議いて、当該措織に要した費
'llげ

ジうちB

乙が講負代金額の範 lチli:こおいて負軽することが適当でなりヽと認められる部分とこつ17ヽでは、零が負糧す

る。

篭碁織鑢鐙審多

酪解粂 工事囲的物す♂夢馨1渡し鍼に、工事囲鶴物叉才ま工学材料とこついて生じた級嘗その纏工事 (7)施エイこ関

して生じた機害 (次条錦 重頚若 1/く は第 2項叉磐錦Z9条鉾 I頚 :こ規定する攘害を除く。)竜つ l了募では、

乙がその費躍を負搬するじただし、ての機害 (第 58条簾 ユ頚の癖と篤により斡されえ保険等とこよりでん

補された部分を除く。)の 拳芦,甲の責に縣すべき事選霊与垂より生じゑものにつしヽては、狩彊が負標する。

…10‐



(繁重着ここ漁淳ぎ紗途捜害夢

驚藝熱 玉票の施王
“

こついて第二齋に手量害を及ぼしたときは、近がその機害奄購盤しなとすればならない。

ただし桑その機筈 (斃 5患条第 1瑛の規定 iCよ り付された保険等‡こよりでん続された蔀分を除く。以 下

本条遣おいて同じ.)の うもlttlの資
'こ

婦すべき事麹により生じたもの |こつ V雙ては、甲が負緯する。

底 艤項の規定進かかぞつらず、工事の施
=と
進伴い通驚避けることができない騒書、振動、地盤沈下、麹

下本の鍛絶等 t''選 曲1こより第二者 t嘔擦害を及ぼしたときは、甲がその機審を真慈しな l′ければメまらない台

盈だとメ崇その援書のうち工事の施玉につき乙が壽良な管理書の注慧義務些患ったことここより生じた幸ぅ

のについては、乙が魚担する。

3 鳶を逮票の場合その機工事の施ことこついて線二普とC)簡に紛争を生じた場合において態,甲乙艤ぬし

て考σ)鎚報解決そこ当たるもv‐)とする,

(蓄露鑓掬憾議鶴畿審〕

燦簿熟 工事周鑢物げ)引捜し議建構天災祭 (設計図書で纂準を定めたもσ)にあして娘ゝ当該基準を超え

るものこと機る。)雫乙訳方の責▼こ婦すことができないもの (以 ド「不可抗力1という。)ここより、工事

選鶴物、彼設物叉は工要報場をこ搬入済みσ)工事本オ料着しくは建設機機器具電機審が生じたときは表乙

は、その事実 t'〕発生後直ちにそくメ)状況をlf譲 ▼竜通鋒しなとすればならなみ。

2 甲は、離項 1了ぅ規定 ,こよる通麹を受けたときな.直ちとこ調′査登rFい注議項のょ姜l害 (乙が善農な管理彗

の注意義禁を怠ったこと電基づくもの及び第 58条錦 1項の規定とこより付された保険等とこよりてノし補さ

静.た部分を除く。以下本条 |こ議とヽて炉Iじ。)の状競を確認しれその結果各乙電通無しなしず`独′ばならな

'vヽ 9

8 逸娘、舗襲σ〕規定によりと長省の状塊が確認されたときは、裁常 :こよる費用 (′
')負報を併:耳 |こ講求するこ

とができる。

4 甲は、舗頚の規定 1こより乙から孝員奮による費用の魚組の講求があったときl,モ斑、当該ま員等の機 (工事

選鱒呼デザ～ゆ葉
‐
穀物又は工事現場t熱入湊み (′つ工事材料蒼しくは建設機械器具であって纂と8条鐸 2要、第

1強条第 二項着しくは第盪壌叉は錦88条鋒 8寝σ)規定すこよる検査、立会いその他乙の工事孝こ齋する総録

等主こより確認するととができるもず)▼こ係る緩 |こ鰻る。)及び当該機害 8を》il翼片rヽJとすに要する費デliの籟σ
'

合計緩 (以下「機害合計籟」と予ゝ争奪)◆'9う ち藷負r篭金額σ)100分の≧密趨党_る額を豊建しなければな

らな lィ こヽ            
｀

心 機事の額ほ、次の各号:こ鶴げる機篇竜つき,それぞれ当該各号ユこ定めるところにより技算定する。

,(1)工慕選齢物に関する擬慕 ,ま員密を受 l′す盈工察選鞠物 :こ機応す岳講隻代金畿とし、残存機種がある

場合ここはその評価籟を薄し呼

'い

た額とする。

(D)五察粧拳Iイこ関する換宰 機常オcr受とすた工事荘料で通驚妻当な認められるもの1こ鵜応する講負代金

籟とし、残存籟繊がある甥金にはその評価籐金燕し呼Iいた額とする。

得)仮 設物叉は建設機械機異控関する鰻害 損害を受サすた仮設物叉濾建設機械器具で通常姜当と隷め

られ機ものについて、婆該工事で錢却することとしている機典こ費の機滲ら娘害を授とすえ埓点とこ務子ヴ
・

るこ事閣ゴヽl物才こ露醤応する鍵郵費の額を蒸し尋士いた額とする。えだ与、修繕によりその機能を園復す

ることができ、かつ、修繕費録額が生記の頼嵐り少顆であるものについて,ま、その惨繕費(Fつ額とす

るぐ

ぃと|…



6 歎次とこわたる不 ll∫読ブ,進より損害合計額が累機と/た場合におと`テ.る第 2次以降の不可抗ブど|こよる損害

舎討額の虫担 |こつしれては、第 4項学li当該換害の額」とある分 tま F娘害の籟(/)累熟
‐
ことR「当譲と員害

の数片付けに要す総費
'llの

額」とおるのは F機密げ)取片付け進要拶る費用の額9,累計:と、「講負代

金額の130分のとを通える額」とあるのは「講負代金機のまOO分のとを超える額から競連負穏した機を

差じ引いえ額 |と して園頭を適用する。

電競箆代金籐禁鍵更俺代盈る餓構輩饉書幹麓更〕

鶏鶉鍵 甲は、鶴 8条、錦と患条、第17条から第20会まで、第2と条、掬親条、鋒25条から第27条まで、第

2争条叉は第3彎条の規定により鶏魚イく稀畿を轄額すべき場合叉iま費夕博を負銀すべき場合 :こおいてと特昂ll

の理由がめるときは、講魚代緯額Cl,)曽嬢叉iま鼠報額の全醇叉は一部に代えて設計図書を変更すること

ができるさこの場合
'こ

墓いて、設計囲書9)変更肉容は、lttl乙協議して定める。ただし、協議 Fガ尋婚の碧

から↓奄ほ以内才こ協議が整わない場合主こはれ呼lが定め、乙イこ遜麹す怒め

2 麓項の協議開始の協:こついては、甲が乙の意プトとを聴いて定め、ぬイこ還無しなければならない。ただ

し、甲が講負代金額のI韓機すべき事曲叉ほ費婢この負軽すべき事由が生じ危襲から7日 以内とこ協議開デメ森

'‐

♪日を通知しな Vゝ場合にイまれ乙は、脇畿麗始の四を筵め、 lマ再とこ通知することができる。

(検養巖蓼靱渡紗う

鶏忌i熟 逸l農Ⅲ工華を完成したときは、その驚を甲1こ通鶯しなければならない。

2 甲は、講項の規定孝こよる通鋒を受けたとき嶽、通無を受けえ懸から14日 以内にるの立会い(/1〉と、設

計図書に定妙るとこるイこより、こ事の完成を確認するため('〕機査を充
~Fし
、当該検遺煮tr)結果を乙

'こ

通

無【ァオよ
'づ

・ればならない。この場合
'こ

おいて、略」は、必要があると認められるときは特その理内を乙とこ

題鋒して、工事田lぽヽど物を最小製度破壊して検査す/。 ことができる。

3 前項い要霧J合とこおいて、検査叉ほ復 |』 イこ蕊綾要する費テ韓とま崇乙の負韓とする。

4 甲は、第 2項の検査進よって工事の完戒を確認した後、乙が工事選ばヽ子物の手:痰し,登拳し湘たときは、

直ちに婆該工事目鎗物の 1゙渡とを授けなけ縦ぼならない。

5 1苧は、途が講頼の学盛を行みないとき球、義該工事選鶯野多_l〔′
′,残渡しを講負代金の支払の完了と同時

に行うことを講求することができる。こ(7,場合とこおいてな手造は.当該請求に蕊もユこ惑じなければな

らない゛

6 みは、工事が鍵身票の機査 |こ合機しないときな、直ちに修韓してIllの検査を受けな l'ザ ればなるない。

この場合とこお▼ゝでl‐よ、鰺 ll鳶の完了を工事の鬼成とみなして講各項の規定を通用する群

(簿爾機霞》

繁§密崇 雫は.募慶がおる場合に|ま工事施二「神の輩途ことおViて、岬の緒定する趨来影器分ここ‐ジいて検査

登行うことができ逢。

(舗負礁畿翰糞憾》

錢鶴粂 乙は、第3と粂第之項の検査▼こ舎′手各したときは、講負代金の文極を講求する恐&ができる。

2 甲は、納項の幾定とこま通講求が島ったとき
'ま

、講求各受けた即から43日 以lttl'こ議員r竜金を支払わな

l,すればならない。

S 甲がその費
'こ

爆すべき事由により第罰条第 2項ω鐵聞デヽlに 1資査をしな↓ヽときをま←その難眼を羅通し

た日から検査をした嬢までの欝l ttp埠 鈴園欽 l′ま.講項の貫据聞 (以 下「約定期聞1と lΥ うゝ。)の H数 デ゙ゝら舞

…12,ト



じ尋:く ものとする。こく7)場合において、その選延園数が織走鶏 Fr日げ)濁数を越えるとき嫉鴻約定夕影:F筆ド掲lま、

選延固熱が約定期晦の爆数を越えた麟すこ務いて鵡 rした竜)の とみたRす。

《諜勢錢熊〕

纂謗条 蜀司は、勢3際第 4襲叉は無 5嘆鉾規定そこよるFザ l綾し飾にもいても、工事穏的物の金慈又▼ま一蔀

を乙の承講を終て使用することができる。

寇 講項 (ブ )場合:こおいては、甲ヨま、その使用部分を善良な管理者の注慧をもって使用しなとす漁.ぽならな
い 。

8 1flは、鋒 と寝の規定 iこよりri事翔始物 lノタ食導叉は一部を使癬移えことによって乙電‡員書を及ぼじえ

ときなェ必要な費用を負撼しなければならないb

葦議金鑢)

無壽条 乙は、講負f篭金籟が 130万鶉以上の場合には、爆誕事業会社と、契約書記載σう工事完成(1)埓薄l

を保議期艘とする公共工事の講払金操証睾業に関する法律第露条舞 愚項とこ規建する保謹契約 (以下「保

証契織」とlΥ うゝ。)塩締 結し、その保越誕書を甲‡こ欝託して崇講負代金額モデ)IC分の 4以内の前払金σ)

支払登甲章こ講求することができるも

2 甲 lイよ、講壌の去縄定
'こ

よる講求があったときは、講漱を受けた日からと電鋼以内妃競払金を支払わなどす

熟ぼならない。

恩 晟は、講負代金額が零とァく鵜額きれた場合 :こ聡いては、その端額後の譲曳イ規粂籟〔ノ,iO先 の`4から庶民ユ

手損湊 r7歩 o)舗払金額各差しご:いた綴すこな囲当する額の範鋼内で講払金の文麹を講求することができる。こ

の場合とこおいて |ま、前項 9‐)規定を弊用する。

4 るは、識負4篭金機が議しく滅額さ静′た場合にお 'Υ てヽ、受銀掛みの議払金額が減額機の講負代金額の

とё〆プ併σ)心 を題えるとき進、どュは、講負代金繰が減機さ孝R′た日から30憑 以内にその速遇額登返越しな l十

ればならない鬱

5 講項の越進籍が鵜基の額鷺達し崇返還することが前才ム後σ)使婦状貌からみて著しく卒通義であると

認ィうとつられるときは.甲≧協議う
‐
t~速選すべき選進繰 _や憲める。ただし、講負代金額が滅機された機プデゝ

ら3尋 爾以内守こ協議が整わない場合 :こ

'よ

、彎雪が定め、乙に通舞欝 る。

6 塔華態二乙が簾 4項の熱 F撃掲内1麓遜親を返鸞しなデ∂ヽったときli、 その素返達額とoつき、園壌の翻翻を

経達した日冷ゝら遼理をする濁までのテ彗l間について、そ舎田数 |こ応じ、武府契約の支払選延嚇五等 ,こ 闘

する燃終 (暇勲24等法律鶴236窮・。以 下「支 :ム避蛾防止法」とという与)第 8条第と項プ)規定とこ基づき定

ゆられた率の割合で計算した額σ〕選延刺息の支払を講求することができる.

《眸躊議錢鑢)

饒暮6粂の露 乙は、講条第と項の競定により前槌金のi支払を授Vづえ後、課証事業会社と中鹿赫抵韓
'こ

閣

し、禦織書謡載の工事究成の時鶏を採証理限とする保誕契約を締籍し、その操証証普を常事1に寄託して、

識負代金額のとOチ)の 2以為の中蘭説払◇の支払を鞠彗に講求することができる。こくア)場合|こおいては、

自を条第 2頭σ)規定オQΥ準l;lす る。

2 乙lイ尭美、講褻の攀闘説払金の支払登講求〔メようとするときは、あうかじめ、雫叉lま響の競慮する者の

輩聞読金払ここ孫る認定を受けな子拶
・ればならない。通く′)場合において、環f又強雫の撫定する蒼とま、どとの

講求が必ったとき子こは、竜ち▼こ認定を行い、当該認定の結果をみとこ通無しなけ才1.ばならな掛苺

単13‐



8 講条第患項から錦 6瑛までの規定はぉ途がll:闘説仏金(ア)支払登髭孝すた場合とこついて準澪する。こ〔″う

場合とこおいて、同粂第 3項中 rと O分の41と あるのは「と0分の 6」 と、「鳶憲払金線|と あるのは「競

払金額 (ヰξ閣説払金籟を含む。)Jと、「禽尊払金」とあるの|ま 「講払金 (1奪
」関謝事ム金を含む。)|と、爾

条第 4デ衰F静 「前払金鎮どと轟るのは キ競払金額 (中間舶払金機を含む。)重 と、「と0分の 5」 とあるの

とま「章◇分の6Jと、腿条第 5壊 l静 「説払金Jと 轟るのイま I講払金 (坤制書a払金を含む。)」 と読み替え

るものとする。       
‐

(繰饉羹鍮吟甕翼〕

襲66象 乙Vま、鋒35条斃懇瞑 (前条鋒 8項 (7う規定によ幹奉斉とする場合を含殻c)の規定により受鎮瀦み

の前払金 (中諄講払金を含む。以下麟じ9)進逮チJlとしてさら:こ説払争の支鉄を講求する場合イこは、あ

らかじめ.銀証翼織を変更し、変更後の保証謙書を幹riこ欝託しな子サ漁フばならな↓苺。

魃 乙とま骨前嚢とこ定める場合のほか、講負r竜金機が滅額された場合 t蓬おいて、保議と奨織を変更したとき

は再変更後い保証証書を直ち守こ特言こと衛託しな
'す

ればオまらないず

起 乙はぉ鳶‡払金額 (中 F璃弓講払金機を含ユl｀じ以 下同じ。)の変更を伴わなし柱工lttlの変更が行われた場合

,こは、琴電代わりその脅を保議:事業会社に種ちに通麹するものとする。

電議鑢幾幹錢翻等J

籐露熟 乙▼ま湾前払金そこの工事 (′〕務
‐
料費、薄務費、機械器具の貸織料、鶴 4,曳購入費 (逢 の工事におい

て機豫とされる割合
'こ

相当する頼電機る。).義拘費、支払運賃、修縛費、彼設費、労働警災寄補錢保絞

琳ユ茂び保誕群ユとこ本懇曇する額として惑要な経費以外の支払に充当しては
'ま

らなサ羮。ただし、平成2摯等4

月二用プすゝら令和 5等 3角 説報までにh薪えに講負契約声とヽ締織する工事とこ係る講払金で氏舎琴l手 6年 患周

3と 露まで t電払出しが行われるものについては、議払金 fi)と 00分の25を超える額及ぴHttrrf電講極金を除き、

この工事の現場管理費及び一般管理費等のうちこの工事の漉五に要すも費lttl▼こ係る支払とこ売当するこ

とができる。

鷺癖斧紘〕

鶏饉崇 乙は、工学の完成議 ,こ、鶏柔静部分並び |こ正事現場筵搬入沸みの工事材料及び製造工場壽 iこ あ

る工場製品 (錦 48条第 2項の規定により筑谷長∽検査を要するものイこあって▼ま碧該検査 1こ舎終したも

の～罐督員の機査を要しなとヽ̀ものに姦けでは設副
・錮書で部分拡の対象とする通とを指定したも鈴tこ鰻

る。)iこ期応する講負代金相当鞭σ)10分の 9嵌肉の綴についてゝ次項以 ド
'こ

定恥ると赴るにd亀 り部分

払を講求する通とができる。ただし、この講飛な、工辮 r停  凹を通女_る ことができない。

2 乙は.部分払登講裁しようとするときイまれあらかじめ、轟該講戚とこ係る議来浮継分叉lま王蒙l‐現場に

毅入溝修の五事越期.蒼 しくは製造工場等とこある五場製品の確認を雫に講求しな ,すればならない。

8 甲は、離項の場合に鶏いて、当該講求を耗と
｀
夕た機からと聡目歎肉とこnaのま会ぃの と、設辞

“

図書電定

める&逸 ちiこより、前項◆′〕確認をするための検査を行い、当該確認の結果舎乙竜趣麹しなとすればなら

なとヽ9こ の場合章こお捺て、甲は、必要があると認められるときな、その理議を進ユこ通鍵して、魏来平′″

郡チどを`幾小限度較壌して検套することができる。

4 滋項の場合とこ為いて、検脊叉イま機 i暉 |こ直接要する費用は、乙の食機とする。

5 乙は、第 3項の規定による確認があ つヽたときは.部分魅冷儀お講球することができるここ♂)場合ユこ誇 Iv甚

て峨、甲:&ゝ 当該講求登受けた碧から39題 以内に蔀
ダブ゙(事√、金を支魏r)なければならないけ

…14ぃ



6 部分払金の籟は、次の式により算定する。この場合において、第 1項の請負代金卒目襲額は、崎4乙協

議して定める。ただし指弩ヨが前項の講求を受けた麟からとO日 以l入1に協議が馨ねない場合には注料Jが定

め、乙に通舞する。

部分払粂の額≦第 二項の講負代金本野当額 X

t

欅   赫多デ、金額

とё  講負代金額〕
7 第 5硬の規定とこより言い分払金の支払があった後、・再麓部分:ムの講求をする場合に轟いては長錦 Ⅲ項

及び鋒 6頚中 聯 負代金本目当襖 |とあるのほ 子講負代金稲婆嶺から観鼈部分子ど、の対象とな拳た講負代

金報当顆を控除した額Jとするものとする等

奪齢狩藝遼し,

嘉翻爆 工事 Rlゴどヽ物
'こ

ついて!響が設講・躍蓄において工事の完成 ,こ先だって導手渡しを授とするべき通とそ

婚定した部分 (以 下「指定部分どという。)がある場合ここ轟件で、当誠鋒定部分の工事が完了したと

きにつしヽでは、第3:粂 工沖 1工事ことあるのは よ錯定司ξtttこ標る下_事Jと、「工事目鶴物どとあるのまま

聴 定部分電係る工事爵的物Jと 、同条鉢 5項及び錦83条 Il穏 「講負代金Jと轟るのは F議;分野i渡 しに

係る講負r篭金Jと読驀替えて、これら
`′

》規定を攀用する等

芝 蔦1項の規定により察チ脅される鋒33条第 1項ω競定により講戒することがで薄る部分醐漉しに篠る講

負代金の籟魃、次の式により算定する。この場合に轟いて、鍛定郡弁すこ荘ll応する講負代金の額は、甲

逸協議して進めるりえだし、甲が議頭の規定とこより準用される錦38条鋒 1項びフ`講求を受けた溺デ゙ゝら:4

麟以内電線議が整を,な lゼ 場ゝ合 iここま～甲が定め、通争こ通知する。

t

講株金額

:
部分華1旋 b電係る講負代金の機森錯定部分 :竜稲惑する講負代金の籟X 亀―

講盈代金額

彗鑽機錢錢衛為線韓轟襲l奪機嬢簿典ll蓼

鑢轄粂 横務負機行為に係る銀約 ,こお l了甚て、 1づ学会計等度追おける議負代金の支払の眼度額 (以下「支儀

ll晨醸 観どという。)は、次のとおりとする。

年 度               #ξ

年 度              l塔

年 度              舜l

2 支払騒藤、慶畿に対応する各会計年度の鶴夢驚蔑予定畿は、次のと轟りで轟る。

年 度              関

年 度              「電

年 度              弱

8 甲ほゝ予算上の漆台そT,他の必要があるときは、鍵 1項の支撼娘度額及ぴ講項の難を来商 r′定額を変

更することができる。

:ヽ5嶺



く錢務負攘衛鶴f通攘轟ヨ鷲l専鞍姶翻爺R盛攘録簿員ll》

鶏嚢粂 横務負越行為 tこ係る契約の竜t金拡 (I倖蘭前金払を含む。)に ~つ いて1まゝ擁36条及ぴ第35条の2

中「契約書隷載の|■事斑成の時期Jとあるのは i契約書越載の工事完逮の時期 (最終(/)会計年度以外

の会議年度 :こあつては、各会計年度未)J基Ⅲ錦35条、第3患条の2及び第も6条学 1講負代後額Jとあ

るこr)は 「当該会議年度の議来高予定簸 (前会議
‐
等度未に基ける第38条舞と瑛げ今講負織金縛当機 (以下

本粂及び次条に熟いて「講負代命糠鶏額」という。)が講会計年度まで9‐〕鳥来高予定額を越えた場合

とこ酪 Vぬで、ど4該会計年度の当裾 tこ部分拡をしたときは、基該超進鎮を楚除 tノた嬢)整 と説み替えて、

こ承l.ら の規定を準デR弓する。ただし、こ鈴契約を縛結した会き,年度 く嵌下「契約会計年度Jと いう。)

以タトの会言:年度とこおいては、るは、予算ゼ》教行が lほす縫れなる時lttl夙赫に前拡金の支払を講戒すること

はできない。

2 艤壌の場合に鶏 lゼ てヽ、奨約会計年度イこついて議払金を支払みない彎が設計鉢:書
'こ

定められていると

きには、説瑛の規定塩よる読替え後の第35条第 1項及び錦33条の2第 1項の競定 ,こ デ゙ヽデデゝわらず、乙

“

ま、

契約会謡年度について前子ム金 (ア,支ィlムを講戴することができない。

患 第と項の場合に轟彰れて、契緯会計年度
'こ

翌会計年疫アメ〉の前手ム金奄會輸て支払う管が設語:図書 |こ定翰

られてと′ヽるときには程第 1壌の規定による議審鬼_後の第35条錦と褒及び錦85祭 (″う2第 1頚の規定 |こか

かわらず.乙は、霙織会言,午震:重翌会議年度と竜文握うべき前払金穏逃F}(      劇奴肉)を含

めて蒻極金の支払を講求することができる9

4 第 と項の場合た務▼もて崇議会藍
“

年度来筵おける講負代金報豊額が麟会計等度まで(ザ
r)盛来高予建籟とこ

違しないときここは、第と壌の続芝
'こ

よる読替え後の錦3辱条第 1項及ぴ鉾3る条の 2第 1壌の競定
'こ

かか

尋らず、乙は、講負代金な醸当額が構会謡年度までげラ癬業高 rン定機とこ進するまで当該会計年愛の競払金

(ノ,支継を講戴することができなサゝ4

岳 斃 と項の場合tこおいて、前会議年度求における講負代金報当機が離会計年疫までCr)議来高干定機筵

違しないときζこ魃単その機が選該幾来高予定攘 |こ達するまで講子ど、金の傑証期限を延長するもtデ〕とする。

この場合に患Sいてな、鋒36条錦惑票の規定を学チ寸lすね苺

(横機負鐘衛為健撼轟契約嬢郡徐鍵嬢鶴員ll夢                         ^

鞠罐義 餞務負盤行為
`こ

係巻製紬tこ為いて、議会爺,年度未 tこおける講負代金盤当額が議会計年度までの

鶴来高予定額を越えた場合とこおいでは、通ユま、当該会議年度σ)当鶴筵当該越通繰 (歎 霜 :盛燕嘉超遼

額Jという。):こついて導分払登講求することができる。ただし、契織会計年度以爆の会計年度
'こ

弟

いては、逸ヤよ、予算の執行が可能となる踏嬢以鵡に部分ξムの支払を請求することはできないロ

整 この禦籍 :こ鳥いて、離払金の支手ど、金受けている場合め部分払金の籟 :こついては、第38条第 6頃デ文び

鉾 7項の規定にメゼゝかわらず～次こ,つ式により算定する。

部分払金の機≦講負代金細碧幾X9/ユ 3-(前会議年度までの支払金額■当該会計等度の部分払

金籟う… 〔講負代金相当額… (前年度までの農業薦予定機キ鶴燕蔦超過額〕子

X婆該会議年疫議払金額/当該会言ま等度の基来高予定額

患 各会語ユ年度鼈鶏いで、部分極を講求できるlttl数 ,ま、次のとおりとするこ

年 度             暉

-16_



囲
　
爾

震

療

等

等

廷驚量警罐議轟代理露鎮)

簾轟§纂 乙学ま情FiHの承講を得て講衰代金の金郡叉は 一部の受銀 |こ移き、鉾Ii書を代嚢人とす為ことがで

きるラ

2 甲患、前項の規定イこより込が燦工薪を代理入≧した場合において、ぬ翰韓鶏する支払講戒書tこ塞該

第
=輩
が乙の代理人である脅の標デ言誡がなされて

lvれるときは、当該第二警とこ対して第38条 (第 S9条にお

いて準用する場合を含むc)叉は第3S条の規定進基づく支払をしなければならなとヽじ

て錢鑢畿等嬢季熱韓鐙する垂事攀血J

素導遷粂 血ほゝlilが第患5条ぅ第35条の 2、 第38条叉とま鍵患9条において準,llさ‡lる第38条の焼驚とこ基づく

支儀を選懸し、鵜当′デ,期翻を窟S'ジでそ∽支払登講求したとこもかかめらず支払冷うなV襲ときは、工事の

食蔀叉嬢 =蔀の知工を
本時r争可とすることができる。この場合喧おいては、れは、その離と11を嬰示した

書爾,こより、蕊ち|こその脅をl111こ遷知しなければならないも

乏 Flこェまミ前項の幾定 1こより乙が工事の施工を中豊とした場合 tこ聡いてェ必要があると認翰も和鶴ときは

工辮着しくは講負代金綾奄変更し、叉ユま乙が工事の織行に驚曳工事義!場を維持し、若しくは労r藝擁者、

r笑争鍛 機械畿具等各保持するための費ナ員その他の工事の施工、
r′)一時中止に伴浄端勢E費用を基要とと′、着

しくは逮
'こ

綴密を及ぽしたときは必要な費婦を負‡Hしなければならない∪

攘 腕郭遼翁責機夢

纂軽崇 攀▼ま、琴:き漉された工察藤鞠議が継類民颯轟質とこ爾みて契約。つぬ容に通脅しないもの (以下「契

織不適合」という。)であるときは長島
'こ

対し、囲鞠物鈴修熱叉は代替物の学:旋しに透ミる競行の進宛

登講求することができる。えだし、その履行の選完甘こi色分の費す鶏を要するとき嫌、 rl荘ほ騒行σぅ趨究を

講求することができない。

2 統取い場合tこ藉lyゝて、乙娘、lll電不籍萎な負狙斑諜するものでな lvヽ ときl掟箋.甲が講求した方法と異

なる方法 ,こまる履行の通完をすπ韓ことができる。

8 第 1現の場合
'こ

鶏▼ゝて、甲が必ll当の難闇を定発で羅行の遵完の盤省登し、その期,tB為 :こ履行の追尭

がないとき

“

ま、ll将は、その不適会の程度 i重応じて代金の滅額を講求することができる。ただし、次い

各号鈴いず孝lかとこ該当する場合イま、鶴告をすることなく、直与に代金の滅緩を轟求することができる。

(1)履争子の進鍵が不籠であるとき9

(船  るが履なとの進完を援総する滋恩警襲睦
'こ

表示したときD

憾, こ事日軸協争l)性質又は当事著の意愚表示とこより、特驚9',尋 時民とま一定(l,鸞 F郎そ為とこ履行しなければ

契約老した騨鶴登達することができ悲い場合章こ島 l了｀~至
:れ 乙が騒待の進完をしなとイヽでそσ)鶏辮義経過

したとき。

軽ユ 舗 3号▼こ鶴げる場合のはか.呼が逢輸項の規定による盤告をして恥震行の逃完猪爺お'貫燎とするァ洋生ξ込みが

ないことが明らrvゝであるとき。

(甲鶏緩簸藤験機夢

第襲纂 雫は、正事が党成するまでσ♪簡は、次条叉燎第43粂 (″∋競趙によるほかれ必要が務るとき は、
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この契約を解除することができるこ

2 環革は、白々壌の規定によりこの費、織を解除した場合 |こ轟いて、みに授審登及ぼしたときは、そのま員害

を購錢しな l′すればならない。

(甲吟罐善ほ浪轟解除機》

焦韓7熟 岬tまゝ乙が次い各号くア)いず‡とか 1こ該選するときlま再穂豊tメ)ガl間を進めてその騒行の磁告をし、

その持ηttl入こに嬢行がないときヨまれこげ)契約を解除する通とができる。ただし、そのlttlF鰐翔を経過した聴

tこおける績務 (″)てヽ
‐
履行が通くノう契約及び敢じ1上く″,社会通念に員くらし

｀
でl睡微であると議▼ま、この醸りでな

予ゝ 。

(1)鉢 5条節基襄 iこ規定する書類を提農せず、叉は虚鶴α)離載登して恐れを提違したとき。

櫓)正 当な理lllな く、正幸種・とこ着手すべき期票を遊ぎて鵞)工事とこ塔手しないとき。

熾 エタ'轟 lttltこ寃成しないとき叉は■翻経過後驀lltt σ〕翔「貰電子ブヽこ
“

こ工事を党成する〆層娠込みがないと認珍られ

るとき.

鶴 卸 10条舞と項鋒 2をとこ鶴げる者を設置しな冷〕ったとき。

(辞  ■当な理 l鞠なく、錦45条第竜項の履行い追亮がなされないとき。

(掛  離各母争色鶴げる場合のほか、この契絶 :こ連反したとき。

(零の鍵鶴 tこ議碁憩患穏解籐籍)

驚襲条 甲は、風が次の金号のいずれかに該当するときまま、直ちにこの契織の解除をすることができる。

(1)鐸 5条魏 頼の規定
'こ

連反して講負代金債睦を譲渡とィたとき。

(2)鋒 5条鉾秦瑛の規定 tこ達反して譲渡により得た資金を当該工事の施工以外に使用したとき。

(3)こ の契鶴鈴癒的物を党成させることができなサヽことが明らかで盛るときc

lなl 馨章き濃された工事瀦麹物甘こ契約不蓮合が島る場合電患ういて、その不通合が目的物を除豫したとで

穏び建設しなとザ
^れば.契約の轟鑢を達成することができデよいも、rァぅで務るとき◆

(5)乙がこの契約の日鱒物の第成の'l費務υ
~)疲
行各∫ぼ縄する意思を疇デこ確筵表示したとき苺

(6)乙《″〕懐務 fF多一す議番の履行が不鍵である場合叉なことがその横務σ)一部の騒行を鍾絶する憲患を調ジユ罐窪

表示した場合ユこるいで、残存する郡分のみでをま翼緯をした麟げヽどを達することができないとき,

T)契約の目軸携の性質持当事着 (′

′Ⅲ慧恩表示により、斡定く,つ厨時叉ほ嵐定アプつ難辟習尋内に媛行しなければ

契織をした爾錦登逮することができない場合においてる乙がll‐鹿行しないでそげD鱒癬を経過したとき9

鶴)競 各
=ザ

ヨ守こ掲げる場合のほか、みがそσ)賣務の履行をせず、と1ヨが統条の罐告をしてる翼縛をした慶

鶏毯達するの遮尾りる履行がされ通見込みがないことが甚すlらかであ怒とき。

器, 暴力lヽ
Fl(暴ジ手鐵員▼こよる不襲な行為の膠デザ止等に関する法律 (平成 Sl手法律錦FT号)纂 盪条錦 2号

建轟定する暴プ撃蔭をVゝ う9以 下この条において闘じ。)叉
`ま

暴力麗員 〔翻条鎌 6号 |こ規定する暴デ♂

l、醸員をいう会夙 ド轟の条 ,こ鶏モ′ゝで珂じ。)浄 経ゞ営 |こ実質鶏イこ闘与してヤニると認められる者とこ講負代

金簑権を譲綾したとき。

(ま書)鋒 50条叉イま鋒心と条1/'規定によらないでこry,製約の解絲登中し出たときひ

(登こ)乙 く逸が共剤企業体であるときは、その織成長のいずれかの着専以下この号とこ轟みて躍じ。)が

次のいずれか,こ該当するときё

マで 役員鐸 (乙が機入である場合にはその彗を.乙が法人である場合
'こ

はそ(ア)役長叉はその支店着

―と患ロ



t/く な常時建設工事の講負契約を締繕す /o事務所の代表者をみう。以下この号 とこおいて園じ。)

が暴プョ期員であると認められるときっ

暉l 暴ププlヽ射叉 iま暴プデlヽ鴻員が経営に実虞姉に関与していると認められるとき6

ブヽ 役員等が燕直、自ネli岩 しくは第二者の 1ヽこ・
‐
の利益登隠る目鞠XFま第二者に損害オ住rttHえ る爾鑢を

もって、暴プす麟文は暴為翻員を利用するなどしたと認められるとき。

二 役員等がR暴角団又は暴力国員遮対して資金等を供総し、叉は縫宜毯携与する憩ど薩袋鶴ある

とヽ,ま積極鶴に暴チど爾の維持、運営‡こ線ブすし、塔しくな♯英l与 じで予ゝると認められるとき。

ホ 役員等が暴力団叉は暴プデ醒員と社会艤とこ非難されるべき関係を荘していると課められる色き9

イヽ、 下講契織叉は資材崇燻材料の驚入契約そ (/´)他σ)異紳竜豊たりその輩講季方がイからホまで韓いず

れか建該碧すること登搬りながら崇婆該看を翼縄を縦
=,締

したと認めら漁るときc

卜 乙が、イからホまでのいずれか電該基する髯―を下講異織叉ほ資材、療本た料の購入契鞠その他の

異織の癬手方ととブていた場合 (ヘイこ該当する場合を除く。)に、雫が逸に対して逃該契籍の解除

を求め、逸がこ章R′を驚従わなかったとき金

(鹸織等蕃置衛為総裁る攀嬢解鍮機夢

繁軽患条吟盟 時とは、乙がこの契約に関して、次の各母て
'夢

いず孝
ヤ
鶉 にヽ該鴇 Lンたときは、直す夕に契約を解除

することができる。

(1)公正取引委員会が乙:こ違反行為があったとして私鑢数薄の禁止及び公正取孝:く
'p確
操に関する法律

〔鵡細22年法律鐸患4号9以 ド r懇基禁止法 1という。)羹 6と条第 1襲喧規定する拶I除轄鸞命令 (擁

除播麓歳令がなされなかった場合主こ揚ってほれ欲基禁止途第82条第 登襲
'こ

幾定する納 ,ltl｀韓金c)を

行った場合でⅢ萎該命令が確定したとき。

総)公 正軍X呼 i委員会が乙甘こ達反行為が轟ったとして行った講号の排除播垂織令叉は綿骨命令に係る付

政事件議訟法 (昭和37年燃縛鈍 139号)第 息条勢 生項ここ幾落する抗皆麟識を提越した場合に務いて、

襲該謡訟イこついての議えを却下し、又は棄鄭する細換が確定したとき。

(動  =争ょく途が法人σ〉場合
'こ

あつては、その役員叉とまその獲嬬人)が ,rll濃 (Hナl治 40年法律第45馨
'第
9愚

条の 6X態瑚法鋒と9愚条σ)規定による翔が確定屯ノたときo

(甲嬢資魏筵鋒す式憲事麹饉訣る場費幹鮮鍮蟻 ll鍵夢

繁鵡纂 第47条各号、鉾螂条各持叉ほ前粂各号 1重定峰る場合が軒冬違の費めに嬬すべき学 ll至 |こよるものであ

るきをま,甲 tま.前 8条σ)規定 tttckる 契約σ)解除をすることができない。

(乙簿罐錢総議轟鱗鍮織》

繁麟0崇 逸は、琴葺がこの契織に違度したときは、穏壷の報間を定鶴てその履行の機告をし、その期間内

とこ履行がないとき子ま、この契約を解除することができる。ただし、そ
rゴ)難鶏後継通した時に酪とする債

務の不履行がこの契約及び貌馨1上の社会通念喧離らして軽微であるときは、この部l鷺 りでない。

(乙幹イ爾錢簑鐘典等森意ゝ解餘織J           ャ

錦瞬粂 乙は、次の各号いいずれかに該彗するaき守ま、直ち進この契約を撃除することができrro c

(1)纂 19条の規定進より設轟̂図書を変更したた恥講負代金繰が 8分の 2以上減少したとき専

(勤 第20条の負見定 1こよる工事の施工く
'つ

中 ,と期欄が工辮lのとO分の 5〔工期の10分のるが 6月 を錠えるとき

は、 6月 )を通えたとき。ただし、磐生が正票の一部のみ◆「〉場合 :ま、そσうすきいを除いた他げ螂 分の
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工事が完了した後3月 を経過して屯ど、なおそrf,尊'とが解除されな
いとき。    ・

憾 ∽資鶴まこ爆すべき事鶏筵逮る場鵞嬢解麟 饉ll畿 )

熱駿崇 錦50条叉は前条各号遺定める場合が造の黄めに婦すべき事的による()のであるときは、乙患～
前之条の規定Iこよる契約の解除をすることができない。

(解験趣撻多鑽餓

'鑢鶴畿 甲とよ、この契約が■事の究成議建解除された場合においては、黙崇影藝分を検査の二、墓該検

査に合格した部分及び部分払σ)対象となった1二暮′4な料,鉾引渡↓各貴けるものとし、襄該▼1綾しを受け

たときは、当該導:渡しを受けえ艤菜影部分に相応す驀講食代金を乙|こ支払わなけ章1ぼならない。こlツつ

甥舎遮鶏ヤゝて、甲は員必要があると認められるときは,そ rブ)理由をぬに通無して、幾慕形解分を最小

醸度較壊して検査することができる。

2 統項の場合
`こ

轟いて、検査又は後 l緊学こ直接要する費用は、乙翰負担とするa

8 鶴と項 tfジ場合において、擁35条叉歎舞36条の2(第41条とこ轟砕て準用する場合を含む。)の規定 iこ

よる前払金があつたときは.聾該前払金 (プ)額 (錦愚Sゥ塊H及び第42条の規定 |こよる部分亀をしているとき

は、その部分銀に幾 Vヽて篠ど、llしえ前子ム金の籟金控鍮した籟)を銘と項説段の出来影部分に鵜応する講

負代金額から簿除する。恐の場合 t竜轟 lrヽて、受銀湊 rメブ、の議払金籟竜な島余刺があるとき▼よれ乙はヽ解

絵が鋒竜7灸から錦48条の 2叉は錦54条第惑項までの義定建よるときtこあってはその条剰額に議子ど、金の

支:√基の目から返離の轟まで〔プ)爵 数に応じ支払選難勢止議算患条第整票の規定に墓づき定翰られた撃の

割合で計算した額V夢兼i患を1寸 した籟を、騨除が第48条 .鋒 59条 Xユま舞5ミ条の規定 ,こよるとき
'こ

務・って

はそ (ア)余期鞭を甲ほ遮選しなければならな↓ゝ9

4 乙:ま、こ俗契織が工事の完成議 1こ解除さ静′た場合において、支給糖ヽど率i:があるとき!ま、第 1項の議来

影部分の検査▼こ合絡しえ部分に使用さ議′ているものを除き、 ll雑 に速遺しなければなら憩い。この場合

とこおいて、当該支総務奉&が r_の絞慧若しくは過失により滅失若しく▼ま毅換 tノたとき、叉lま基莱彩謀分

の検査 |こ合棒しなデザゝった部分にl甕チllされているときは、代晶を縄め、斎しくは原斌とこ復して返選し、

又イま還選主こ代えてその機密を購機しなけれぽならな好ヽ心

5 乙は、この契約が重票σ)先 lJ曳講‡こ解除された場合争こ奪いて、費″身議があるとき1ま予基該簑与轟登響

に返盪し悲ければならない。こT,場合において、当該貸与贔が乙の絞慧叉は過失|こより滅失叉は毀機

したときは、代轟を継め、着しくは原状竜復して返還し、叉は返盪とこ代えてそσ,機書を艤錢しなVすれ

ぽならないゃ

6 乙は、通
`′

う契約が工事の完成議とこ解除された場合に鶏υヽて、工事用地等に乙が所有叉は管理す驀工

事おな器、饉設機械器具、梗殻物その他(7,物件 (下議負入の所な叉ほ管理するこれらの物件を含む。以

下本条廷おいて同じc)があるときは、乙は、婆該物件を機去するとともtこ t工事,博遊等を修復と/、

野斑リユiど まヽけて、テFlに朝け渡さなければならない。

7 舗項の場合ユ霊$いて、乙が正当な睡由なく、お目曇の鶏躊lttlに当該物作をl畿去せず、叉
“

よ工事用堪等

ω修復着しくは耳叉片付けを行わないときは二瑚`燃堤乙才ミ代わって襲該物件を処分し、工事夕挙l麹等を修

復着しく子ま可更片付けを行うことができる。この場合進おいては、乙▼ま、41の鍵分叉ほ修復着しくな取

片付け

“

こついて異議を華し麹ることができず、また、l帯1の鍵分叉:ミ修復若しくは敵片付けとこ襲した費

,l]登負担しなければならない9
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患 鉾 4項前段及び第姦項講段に規定するるのとるべき措越の輝眼～方法等に
~ジ
いてはれこの契約の解

除が第47条から鉾48条 t',2まで叉は第 5盤条鉾 S ttω規定によるときは恥Fが定峰崇錦46条、錦58条又ほ

第51条の規定によるときイま、るが甲の慧_ヨミ通登聴いて定鰺るものとし、無 4嚢後駿崇第 5項後段及び鋒

6鎮 :こ規定する途のとるべき措置のチ可l眼、方法等 ,こつ lvヽでイま、 lギがるの意見を聴いて定めるものとす

る。

9 ョニ事くノ)完成後とここの契約が解除された場をは漁解除に伴いよじる事項の処す甲.とこつセミて守ま甲及び乙が

氏途の規定に従って協議して決める。

(甲姶鎮籍購盤磯素等)

第5軽象 l→こは、乙が次の各号rィっlr hずれアサゝに該当するとき主ま,これ t転よって豊じた機密の結懐を議求する

ことができるθ

(:)五熱内イこ工事を完成することができないとき。

(跡  この工事選鶴物に契約不適舎が姦るとき金

綿)斃 47条から鋳48条の 2までσ_う規定とこ表り、工事固鑢物
'1)完
成後に翼織が解除されたとき,

.松)離 号建揚げる場合のほメゼヽ、機務 9‐う本奮に従った騒行をしないとき叉進錢務の履行が不能で轟ると

き9

2 次の各号のいずれか ,こ該当するとき速、銃項の機書離懐 |こ代えて、乙は、講負代金額ωと§分のと
'こ

鵜議す為籟登達織金として纂重の婚定する期 F璃弓殉車こ支彗ム静なければならないゃ

〔ζ)第 4写条から鋳48条の 2の規定により工事回解ヽす物の史成議とここの契約が解除されたとき。

(動  工事囲鶴物の完成議イこ、こがその機機の鑽付を鍾否し、又は、乙でノ)責め燈婦すべき票 _ゞ1'こよって

乙(フp織務孝こ
~ジいて騒行不麓となったときc

8 次とこ鶴 Vずる者がこの契約を解除した場合は.舗硬撒 号に該当する場合とみなす。

(ヨ)乙 ▼こついて破産手続閉撥の決定がるった場Jt合において、破産法 (平成と6年法律第写5号)ゅ幾定に

より錢任された破驚管財入

t修)乙 につ彰ゝて更生手続開始の決定がこ
=ぅ

Vpた場合に基↓ゝて、会社更生絵 (平成と4年法律鋒と6達そ)σ )

規定により選任された管貫な入

(8)晟につ笠ゝて再生手続醒婚の決定があつた場合に導いてミ氏事再生燃 (平成11年法律斃226番)の

競定章こより藤任された再生綬務奮等

4 鋒と項各号又は第芝寝各号とこ定める場合 く前類の為鵜と竃
'こ

より第 2項第 2号遮該当する鬱舎とみなさ

れる亀瘍―合を除く。)がこの契約及び敢爾上くア,社会遵念▼こ長ミらして乙σ少費めに婚することができない事

歯イこよるも(オ,であるときは、第二項及ぴ錦滋壌の規定イま速粛としない。

5 第 1襲第 1号 :こ該当し、軒1はゝ講負代金額から部分呼t渡 しを受けた轟分に機応する講負代金額を摯

除した額につき、選延熱熱とこ応じ、支十どミ越撃効 1上法鍵惑粂第 1硬の規定とこ基づき定あられた率σう割合

で計算した額を講求するものと琴る。

6 鶴 2瑛σ)場合 (第壌S条第 9号及び舞とと号叉は第48条の2の規定とこよリミこの契緯が解除されて場合

を除く専)iこ務いて、第 4条めえ夢離定 1こより契約保証金の納付叉Vま これ t重代わる担保の提供が行章)れて

いるときほ、甲は長拳該契約保証金又は擢保登もって爾項σ)違織金に売当することができる9

(率正循鶴総禅移騒響購横の予定夢

‐撼≧ ,。



繁鶴崇 乙は、第48条の 2鐸 甍項各考のいずれかに該義するときは、ドFが契約解除するか番かを閥船ず織

簾懐金として、翼織金観のiO分のこ専こ雑基する額を支払わなければならない。工事が党了した後も園

様とする、ただし、次 ,こ掲げる場合,ま、このll長 りでない。

(1)第建も条の 2鉾 と襲錦 と号及び第 2号のうち氏審決くr)対象となる李す為が、独由禁土雄第2条擦 9寝

|こ基づく不公正な取じ1方法 (曜熱心学年6郷 と8日公正敢要委員会告示第 1患号)錦 6壌で規定する不当

簾売の場合そめr麹甲が特に認める場合4

(か 第4愚条の毘鉾と項第感号▼こ該襲するときで発つて、乙がπミl法錦 198条の文琵筵 ,こよる部lが籐定した場

八
感 ●

2 議項の場合
'こ

熟いて、とが共螂企業徳であり、観 ,こ簿熱されているときは.営llはB乙のr髭幾輩で轟

った審叉 :ま轄成長で轟うえ者に購饉金の支払いを講求することができる。この場合に総いては、れの

で竜表輩であった警及び鶴成員であつた警は、典関連韓して離瑛の額を甲とこ支払わなければならない。

3 第 1壊の規慮ほ崇甲に生じた実際 tデ馨 害転が講褻イこ規定する賠鑽金の額を越える場合に鶏いて lΥま、

速遜分につき難横を講求することを妨イデるもジ_うで遺ない。

(懇翰畿審踏繊縮球馨夢

纂覇§纂 ねは、甲が次の碁そのいずれか電該当する場合は、これ :こよって生じた機講の賠償を講求する

ことができる。ただし、当該善号‡こ定峰る場合がこの契織及び敢辱ilげ,社会通愈電霜らして甲の費珍

|こ嬬することができない事曲,こよるものであるとき娘、このI員 りで▼まない。

(1)鋒 5ёttXは無心1曇の規定 tこよりこの契約が解除されたとき,

機)講 号ここ麹げる場合のはか、嬢沸〔ア)本番,こ従った履行をしないとき叉は俄務くデ》綾行が不能であるこ

きc

2 斃3こ条第 2頼 (第 39条守こおいて準用する場合を含む。)(′♪規定電よる講負代金の支払が選れた場合

,こおいては、乙子ま,未受銀金綴争こつき、選延潮数 :こ応じ、文:と、遷錘鋳五燃第懲条鶴整類の癌定に基づ

き定みるれた率の割合で言:算した額の選延利息の支払を甲に講求することができる。

《鍵苺穂韓驀筵翁責機罐鰯等≫

籐覇『纂 甲はぅ辱1き濃された■事簿鶏'核J:こ爾し、第3と条鋒4硬叉lィま錦 5項 (第 39条 1こおいてこれらの規

定を準rflする場合班
力含む。)の規定による磯渡し (以下本条 |こお lザ でヽ単tこ 「尋I綾 しことという傘)を授とす

た懸ア゙ヽ与2年以lデ lヽでな嚇れば、契織不通舎を導離1と した嬢行の追菟翰議球、損害離錢の講求れ代金の

滅機の講求叉は契約の解除 (以 ド本条
'こ

惑いて「請求等」とlvゝ う。)をすることができオぶ▼長。

2 議頚の規定にデごゝかわらず、設備義機本体等の英約イヽ通台については、呼‡綾してlう時、lttlが検査して遠

ちに捻 (′|う履行の追党金講求しなけ‡く′ぽ、逸な、その費軽登負孝つな彰ゝ。ただし、当該機査:とおいて一般

的な注意の lイ

‐
で発蒐できなかった契約不遵全とこつ lャ でゝ,ま、孝1捜しを受けた掛から甍等が経過する日ま

で爺戴等をすることができる。

3 鈍 2項の講求等は、具体織な契約不適舎ω為容、議求する援事機の算定の親敬元尋崇該請ぶ等の秦疑‐拠

を示して、通CrD契約不通合費任を魂う意患を導ナl確に待げることで行う。

4 等lが第嶺項叉は第 2項 t駐規定する契約不適合章こ孫る講戴等が樹手鑓な期ドトrB(以 下この項及ぴ鋳 7項に

るいて「契約不逮合責任舞lF群尋」という。)の内とこ契約不適合を知り、その籍を乙‡こ通熱した場合に酪

いて、増とが通舞から強年が経過するまでに講項に規定する方法 ,こよる講球等をしたときは、翼約不適

…22 …



台黄任期間のうちに講載等をしたものとみなす。

島 甲イまぅ第 1壌叉は鋳 露項の講求等を行ったとき‡ま、当該講球等の機挺となる契約不適台孝こ藤し、民

機の鵜滅踏効の範瑯で、当該講求等以外に必要と隷珍られる講求等をすることができる。

6 前得項の規定は、契約挙鼈合が乙の絞薫又な重過失 tこより生じえものであるとき ,こは通)llせず、契

約不艤合
'こ

輿す拳るの黄後につ枠ては、民法の驚鶏るところによる。

7 民議第患37条第 1覇命規定すま、契繰爾ヽ通舎貢掻熙期建ついては適用しなユ了う。

8 甲は、工婁濤鶴物の呼i渡しの際とこ契約不通合があること菱搬ったときは、鐸と類のえ覺定にかゴ゙ゝわら

ず、その脅を鷺恥 :こ乙に通抱とな才夕れば薇基該契約不通舎 :こ薦する講求等をすることとまできない6え

だ与帯るがそや')契約不適合があることを魏っていたときは.この鎮りでない舎

9 こα)チ更、約がぃ住宅の轟質確保の健蓬等に関する途律 (平成長年議緯錦患と号)錦 9輩条第 1頚に規越す

る住宅新纂講負製約で発る場合
'こ

lまぉ工事運鋳物のうち住宅の晶質確爆こィ・)健進等ここ関する法律腕行金

(平成と2年歳令第鶴号)錦 5条
'こ

定める部分のかし く機途蕊ξ力Xは雨本の湊入イこ影響のないものを除

く。),こついて麟求等を行うことのできる期闇は、40年とする。この場合筵鶏↓鍵て、前各寝の競定魃

遵用しない。

10 Fデ lき漉された工票国鶴物ザ)契約不適合が支綸牽ノ子料の性質叉はl▼ユ若しくは盤督長の指躍を通より色じた

ものであるときは、雫は当該翼織不通合を撃筆色として、講戴等堪_イす為ことができない。ただし、ぬが

その材料又 ま々増図の不題輩で轟ることを無りながらこれを通約しなかったときは、こ(1)眼 りでなみ◇

峰共サRζモ勇烏爵壌母壽夢

集機纂 乙は、工事遷lFヽど物及ぴ工事材料 伐 絵材料を含む。以下本条とこ鶏笠ゝて膚じc'等肇設計菌書に

定めるとこる4こより火災保険.建設工事保鯰その他の保険 (これ専こ攀ずるものを含む苺以下森条に務

いて同じ。)|こ付きなとすればならない。

2 乙はゝ舗項の規定遮より保険霙織義締結したときは、その証券叉ユまこれに代静るものを直ち
'こ

甲|こ

鍵示 しなければならない。

3 乙は、工票園釣物及ぴ工事期李:等を第 ≧項の規定 1こよる採瞼以外の採陵に付したときヨま条速ち
'こ

そ

の脅を翠とここ轟麹しなとすればならない。

峰轟紗慧み風簿爾鋒蓼

熱鶉祭 この約款の各条項
'竜

盛いて甲乙 lrプヴ議して定めるものにつき鶏議が整わなか ,ヽた とき電甲が定峰

えもの

'こ

乙が季鰻がある場合その燿この契緯 :こ齋して彎鷲乙FH弓 に紛争を生じ走ヅガ́合壇は、甲及ぴ乙1ま、

建設業燃とこよる辮縄果建設工事紛争審査会 モ以冷ゝ
‐
「審査会Jとそ′ヽう。)のあっせん叉逮爾俸章こまりそ

の解決声ど闊 ,″。。

2 講頚σ)規定にかか本,らず、瑚場代嚢入の議務の執行主こ関する繊争、主任綾衡警́藩 しくとま監理技術警

叉は専鴎装籍着その亀乙が工事を施工するた鞠 |こ綻拝lしてヤゝる下講負人員労働者等の五率の癒玉又は

管理に関する紛争及び臨饗員の蛾務の執行イこFttlする織争については、鶴とと条勢 8項〔/)規定により乙が

決定を行―ジた後着しくは間条第 5襲 C',規定により甲が決定を行った後、叉は等l若 しくは乙が'決定を行

わず▼亀固条錦患褻議しくは第 5頚の露薗が経遇した後でなければゝ髪=及び逸は、麓項ヴ〉あっせデtプ叉イま

調俸を講求することができない。

(俸畿》

ゃ乞8味



第60祭 甲及び逸は、その ‐方又はメ天方が講条の審査会のあっせんXは調停により紛争を解決する見込
みがないと認めたときは.就条の規定にかかわ与ず、別紙仲裁合意書に基づき.審査会の件裁にrヽとし、

その伸裁判断に服する。

(麟儀畿等の奪域収)

繁観崇 みがこの契約に基づく購l主弯金、機審金叉は進約金を甲の指定する難麗『六どに支拡章,ないときは、

甲は、電・f/〕支払わなしヽ額に甲σう婚竃する難聞を騒通した日から請負代金額支払T,麟 まで支幸ム遅延防止

法第 8条纂と項の規定に基づき定められた事(″
'割
合で計算した利患を付した額と、甲の支魏うべき講

負代金額とをな目轟驚し、デぶお不足があるときは遺↑要史する。

2 講票の追徴をす為場合 |こは、甲は、乙から選延日数につきi支払選選隣1駐濃第愚条鋒 1頼の鐵定▼こ基
づき定鍮られた率の割合で ,苺帯算した額の延滞金を徴Il又する9

(補員ll)

繁餃粂 この織敢イこ定めのなV導要についてな、惑要
'こ

藤じて甲乙機議して定める。
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